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雄略天皇の御代 456年 上毛野胆沢公、駒ヶ岳山頂 に駒形大神を勧請。

仁 寿 元年 850年 文徳天皇の御代、駒形大神 正五位の神階に昇る。

貞観 6年 862年 清和天皇の御代、駒形大神従四位下 (奥州最高の神階)こ昇格。

天喜 5年 057年 後冷泉天皇の御代、源頼義、義家父子石田の地に塩釜大神勧請。

寛永 6年 629年 初代水沢城主 留守宗利氏、塩釜神社を御造営。

明和 2年 663年 7代水沢城主 留守村義氏、塩釜神社、現在地に遷座。

安政  6年 859年 町内全焼による大火事により、愛宕社塩釜神社も類焼。

文 久 3空F 863年 ]]代水沢城主留守邦命氏、塩釜神社を再興。(現在の駒形神社本殿)

明治 4空
「
871年 駒形神社、国幣小社になる。塩釜神社は駒形神社の仮遥拝所となる。

明治 7笙F 874年 塩釜神社は社殿大改修され、駒形神社の正式遥拝所になる。

明治 36年 903年 駒ヶ岳山頂より御神霊を塩釜神社へ奉遷。塩釜神社|よ、別宮春日社に合祀。

8笙F 933年 奉遷30周年記念事業として御社殿御造営、並びに境内整備さrlた 。

平 成 15年 2003年 奉遷100周 年記念事業として御社殿御造営された。
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